
そこで問題になるのは、入ってくる学生の志向性

です力ヽ 大学を出てすぐ役立つ専門的実用的知識や

就職のために大学rCく るの力、 それとも、自分の人

格形成のための教養を深めようとしてくるのか、と

いうことだと思います。そうした両方のタイプの学

生がいることに対 して、教官としては実用と教養と

の緊張関係を考えながら接していかなくてはいけな

いでしょう。

司会 今の日村先生の言われた実用と教養というこ

とに関 して、-2Lの中で意見はないてしょうか。

学生A 高校の時は、大学に入ることを目的にして

勉強 してきたんです力、実際に大学に入ってみると、

高校とは授業のあり方が違っていたりしてとまどっ

ています。自分としては、専門的な学問研究をやり

たいと考えてはいるんですが。

学生B 僕は、実用力漱養かという明確な区牙Jを せ

ずに大学に来たんだけれど、大学に入る前からそん

なに自分のやりたい事が見えている人間なんてあま

りいないん じ■ないかと思います。今は、高校 と違

う何かがあるんじゃないかなあと、模索 している段

階だろうと思 うんです。

戸田 まず教養 と実用 をあまりに対立的に考えるの

はむなしいことだと思います。大学というのは、本

来、多種多様の要素を包含 しているわけです。たと

えば、外国語の場合だったらすぐに会話ができるよ

うに教育するといった考え方もあるだろう臥 自然

社会分野の一部には、実社会に出てすぐに役立つよ

うな学問分野 もあるでしょう。 しかし、だからと言

ってそ こにも必ず幅の広いものの考え方や原理的な

ものについて思考をめぐらせるということがあるは

ずです 臥 む しろそれな〈しては大学教育は存在 し

ないとさえ考えます。

それから、一年生に言っておきたいのです力、 私

は高校 と大学の間には、やはりある種Q断絶がある

と思 うし、またあってしかるべきだと考えます。授
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業のやり方も違えば、学生に対する配慮の仕方も違

っているわけてヽ こうしたことを踏 まえた上で、つ

き離 した言い方になるかもしれませんが、皆さんは

講義を受け、学生として生活する中で模策していっ

てもらうしかないと思 うのです。

積極的問題意識や目的意識を持 つているか ?

樹下 大学 という所の特徴 として、いろんな先生方

がいて、いろんなことを言 っているのだ、 というこ

とがあります。学生の受けとめ方としては、そ うい

ったいろんな先生の話を聞いて、自分なりの平均値

をもてばよいのではないでしょう力、

それから、大学へ行 って何か教えてもらうという

姿勢ではな〈て、 もっと積極的に問題意識をもって

は しいと思 うんです。教官 としては、そ うした学生

の問題意識に沿ってア ドバイスなり、指導 を行なう

つもりでいるんですから。大学は、中学・高校のよ

うに ″
落ちこぼれ″ とい うものが、 もともと話題に

ならない所であって、落ちこぼれるとかこぼれない

とかの問題ではなくて、 やりたい人間が大学にきて

自分で勉強するんであって、それがなければ、大学

にくる意味がないのでは・・・。

武森 今までの話の中で、大学教育の実用 と教養 と

い うことが、問題になっていましたが、 この点につ

いて学生の皆さんに聞きたいのですが、果してどの

くらい目的意識をもつてこの総科に入 つてこられた

のかということです。たとえば、工学部 。医学部な

どの場急 エンジニアとか、医者とか、将来がある

程度明確になるのにくらべて、総科の場合それほど

方向付けが確かではないと思 うのですが。

それか ら、今日の大学教育は大衆化 していること

にも絡 らんで〈ると思いますが、 日本の大学は、東

大を頂点 とした学閥主義的な性格が強 〈、そこで学

ぶ学生は ″どこの大学″ を出たかとい うエリー ト意

識が優先するのに対 して、イギリスなどでは、学生

はどこを出たかではな〈、大学を出たことによって、

ジェントルマンとしての素養 を身につけたことの自

信を得るのだということです。 これは皆さんが大学

生活をすごす上■ 常に考えなければならないこと

ではないでしょうか。実用という面では、各人が自

分の希望する専門分野を深めてい くことはもちろん

必要ですが、それと同時に、教養面で紳士としての

素養を身に付けていただきたいと考えます。

日南田 大学は何をする所か、また何のために入っ
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たのかということでしょう力ヽ これは問題自体が漠

然 としていてとらえに〈いと思いますが、一年生の

段階で考えていることが、一年 。二年後 そ して卒

業の時には、 より具体的な形になっていればよいこ

とだと思 うのです。ですから、今一年生が大学に入

ったばかりでよくわからんとしても、それは当然な

のかもしれません。そうした模索を四年に至るまで

続けていくことが大学生活だと言えるん じゃないて

しょうか。

それと、学問研究といっても社会科学の‰ 自

然科学 と違 って実習とか実験 といった身をもって体

得する研究 (学習 )方法ではなく、読書や人との関

わりを通 してのものなので、明確に自分のものをつ

かみにくいとい うことがあるわけです。

そ して、高校の時と違 って、大学生はヒマがある

とい う利点を生か してほ しいと思います。その時間

をどのように使 うか力ヽ 大学生活を充実させるかど

うかのカギでしょう。

荒井 私は保建体育の専門ですので、 コースに関す

る専門等については他の先生方 1/Cお まかせするとし

て、今の学生諸君一般について感 じることを言わせ

ていただきたい。

総合科学部の学生をみていると、学部が学際的で

あるとか,広い視野がなくてはならないといったイ

メージが先行 していて、学生もひとつのことに集中

しているといけないとい うか、 自分を自由な位置に

置いてかかなくてはいけないといった風潮があると

思 うんです。私は、 もつと積極的な意味で,自分の

専門を深めながらそれと平行して視野を広めていく

ということが大切 じゃないかを、 とよ〈考えるんで

す。今は、それが誤解されているような気がします。

なぜ総合科学部を選んだのか ?

司会 ″
大学 とは何カノ ということで、先生方rCう

かがったのですが、武森先生の言われた、何故総科

を選んだのかについて一年生に聞いていきたいと思

います。

学生 C 僕の場合、最初法学部を考えていたけれど、

大学で勉強するうちに自分のやりたいことがでて く

るかもしれないし、幅広い視野をもつことも必要 じ

ゃないかと思ったからです。

学生 D 高校の時は理系だったので、=応、工学部

や理学部 も考えてみたのですが、自分の興味がエネ

ルギー問題や核・平和問題にあったことも手伝って、
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できるだけ自分の可能性を東縛されない学部を、 と

考えて決めました。

学生 E こう言 うと甘いと言われるかもしれないけ

ど、僕は自分の好 きなことをしなが らでも食ってい

けるん じゃないかなという自信をもっていて、大学

に入って、すぐ自分の進路 というか、目的を限定さ

れるような所には行 きたくなかったんです。将来は

ルボ・ライターみたいな仕事を考えているんですが、

それはいろんなものに興味をもって、本当にやりた

いことで食えるとい うことだと思 うし、そ うした僕

には、 この総科は一番似合った学部だと思います。

学生 F僕 の場合、良い所に就職するには大学に行

かなくてはと考えて来たんですが、いざ大学にきて

みると、授業はおもしろくないし、何をやりたいの

か力、 もうひとつはっきりしていません。一応、志

望のコースは情報行動で、コンピューターの関係を

考えているんですが。

学生 B さっきも言いました力ヽ 高校の時は大学に

行けばき つとなにかおもしろいことがあるだろうと

思ってきました。総科を選んだのは、コンピュータ

ー関係のことをや ってみたいなと考えていたか らヽ

それができれば別の所でも良かったんですが、総科

に決めて、改めてみてみると、 ちょっと変 った学部

でかもしろそ うだなと思いました。

学生G僕 は親にあまり負担をかけたくなかったの

で、地元の広大を選びました。総科には、自分とし

ては地域文化コースを志望 していますが、自然科学

系のこともやりたくて、 自分の好みで両方できるか

と思ってきました。でも、二年になって各コース・

群 rC分れると、結局は他学部の学科・講座と同じよ

うになるような気がします。

学生H 僕は、大学を出たあと家業を継 ぐ身で、親
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からみれば四年間遊ばせているといった感 じじゃな

いかと思うんです。僕 としては、心理学をやりたい

のですが、それだけにとどまらず、将来的にも役立

つような何かを探し出したいと考えています。それ

が果して四年間でみつかるかどう力ヽ 近頃は少々不

安になっています。

学生 I 私は心理学もやりたい臥 またコンピュー

ターにも興味があって今悩んでいるんですけれども、

二年になってョースに分れるまでには、やりたいこ

とがみつけられるかなら、というところです。

学生J 私も、さっきてた実用と教養ということに

悩まされました。特に女子味 ―
は赫

難 しいと言われで・・。でも、就職のためだけに大学

に入るのはいやで、 もつと自分のやりたいことので

きる所をと選びました。大学に入って授業をうけて

いるうちに、心理学もいいけど、生命科学にも興味

がわいてきました。

コース・進路の決定について

司会 大学教育は一種のモラトリアム(執行猶予 )

であって、その四年間で社会に出ていくための準備

をする場だみたいな言い方がされていますへ 特に

総科の場合、専門を選ぶこと、つまリコースを決め

るまでに一年間のモラトリアムがあることが特徴だ

と思いますし、今聞いていると一年生の中にも、ま

だ模索 している人が多いようです。

自然・社会両分野をひっくるめている学部として

そ ういった模索に対して、 どのように対応してい〈

のか、またどう指導していけるのかについて先生方

から御意見をどうぞ。

田村 ヘ ー年生の話を聞いて思ったんですが、総

合科学部というのが、自然科学も社会科学も含むバ

ラエティに富んだ学部であるのに対応しヽ 学生諸

君もいろいろな考えをもってこの学部にきていると

いうことです。そして、皆さんに、自分の目的意識

に沿つてやりたいことを模索しようという姿勢があ

れば、一年間のうちでいろんな先生方や授業を通し

て、自分の興味がだんだん深まっていくんじゃない

てしょうか。

そこで問題になるのは、学生が模索しているのに、 樹下 一年生の皆さんの意見を聞いて、まあ大体そ

教官側はそれをはっと〈わけにはいかないというこ  のような声が出て〈るだろうと思ったのですが、ひ

とです。理系で入っても文系にも進めるし、自然 0  とつだけ言っておきたいことは、学問研究以外に、

社会両分野にまたがって研究することもできるわけ  大学生活四年間において生まれる友人ということで

ですから、そう望んでいる学生に対して適切なアド  すo自分と同じ専門の人はむろん、専門の異なる色
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バイスをすることが必要になって くると思います。

志村 新入生のガイダンスの時ヽ皆さん驚かれたと

思います力、 大学は高校と違って授業の取り方で、

自由裁量の部分が多いんですね。特に総科の場急

自分で授業のプログラムを作らなくてはいけないわ

けです。それ力、 多様な要望をもって入ってくる学

生に応えるためのシステムなわけですが、これは二

年 。三年 。四年になってもやはり同 じことで、自分

の研究計画にそ って授業を編成 していくことになる

んです。

だから何を勉強 していこうかとい う自分の問題憲

識が重要であって、 うまく四年間充実 していける人

もいれば、安易 な授業の取 り方になってしまう人 も

でてくるかもしれません。

そ ういった意味から、この一年間、何を考えるか

と言えば、常にFHI意識を育てる方向で授業科目を

選択し,勉強していただきたいということです。そ

れてもなかかつ、学習の進め方がわからない場合に

は、チューターなり、他の先生方に相談 していただ

ければ、いろんな先生がかられるの■ それなりの

方向がみえて〈ると思いますよ。

戸田 確かに私 も現在高校三年間で本当に自分の適

性なり能力に合った進路を見極めたうえて大学なり

学部なりを選択することは困難だと思 う臥 いろん

な方面を勉強 しながら自分の進む道を決めていくと

い う総合科学部の方針は正 しいと思 うのです力、 た

だいろいろ聞いていてひとつ危惧として感 じたこと

は いろいろやってみた上で自分の専門を決めよう

とするいわば積極的な人たちが集まるのと、何を言

うか、ふ らふらして自分の道を決めるのをできるだ

け先に述ばそうとする無気力な人が集まっていると

い うのでは、まったく違 っているん じゃないかとい

うことです。あらゆる制度とい うものは、いわば「

両刃の剣 」で、利用の仕方によってよくも悪 くもな

る面をもっています。制度のいい面をFIJ用 し、先生

方に悩みをぶつけては しい。われわれもそ うい う学

生を待っているわけです。

総合科学部的学問へのアプローチ



んな人とも友人になり得る機会です、それは社会に

出たあとででも役立つことも多い 臥 学生生活にと

ってもそれはすばらしいことだと思います。

それから話を総合科学部についてということに移

しますべ 今の先注方 とい うのは皆さん従来の、あ

る専門領域の学部を出てかられるわけで、当然のこ

とです力、 まだ総合科学部出身 とい う人はいらっし

ゃられません そこ■ 総合科学的な学問研究がで

きるかというと、私自身 も今からでは、 もう年齢的

にも無理 じゃないかと思います。ただいろいろなこ

とをやっている人間がいることで、総合科学的な土

裏を作 っているということが大切なのではないてし

ょうか。その土壌の中ヽ 皆さんが何かを追求 して

いく時に、総合科学的な研究・教育を行なってい〈

ことができるんだろうと思います。

例えば情報行動科学コースは、三つの群に分れて

いるわけですね。 しかし私 としては、学生諸君が群

に分れているとしても,その群だけにとどまつてい

てはしくないと思 うのです。それはまた教える側の

教官 rcも 言えることでしょうが、環境・情報 。地域

。社会 といったコースにとらわれない形で,その土

壌を利用して,学際的な研究をやる人がでてくるこ

とが望ましいのであり、そ うなった時に総合科学的

な学問研究が可能になると考えています。

武森 私はいつも考えていることなんですが、総合

科学部の自然分野 と理学部はどこが違 うんだろ うか

ということです。例えば情報科学とか生命科学とか

環境科学 といった今日の社会が必要としている境界

領域の教育・研究組織を整えていることが特徴か も

知れません。学生の皆さんが学ぶ上で特徴的なこと

は 自然分野で言えば物理・ 化学 。生物・地学に分

れている従来の学問分野の壁がないことだと思いま

す。 この壁によつて生ずるデメリットは大きいと思

うんです。

これからの学Fnw究は、ひとつの学問領域だけで

は解決 しえない問題がでてきていると思 うので、 も

っと新しい視点から問い直すことが必要だЦ その

ために学際的な研究が重要でしょう。 ただ生物学だ

けをやるとい うのでなくて、そのためには物理や数

学などもやっておかないといけないと思うんです。

総合科学部は、そういった新 しい考えふ アプロ

ーチの方法を身につけた学生を教育する場 として機

能することが必要です。

私の専門は生命科学です力ヽ 私の学生時代には、

もちろんそんな学問はなくて、生物学を学ぶと同時
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に、物理や化学の分野にも手をつけなくてはならま

廻 り道をした経験があります。 しか し、総合科学部

の場合いろいろな先生方がかられて、 さほど廻り道

をしないて必要な授業が受けられるようなシステム

になっています。だか ら学生の皆さんには、そうい

った学部の特徴を十分に利用 してもらいたいと思い

ます。

しかし、ひとつ気をつけてほ しいのは、適当に単

位をそろえれば逆に楽をして卒業できるということ

もある点です。そ ういった安易な方法には流れては

しくないということです。それから好きな分野で,

十分な研究をやろうと思えば,当然のことながら,

嫌いな分野も必要となつてくるはずだ 妹 そ ういっ

た時には嫌いでも勉強 しなくてはいけないんだとい

うことを知 っておいてもらいたいのです。

日南田 先程言いました猶予があるとか、ヒマがあ

るとい うことは、逆 に言えば、学生が自主性 。主体

性をもって取組まねばならないということだと思う

んです。四年経っても何をやったのかわか らんとい

うことが起 りうる学部だけにその点 rcついて十分認

識 して模索すると共に、実際に行動することも忘れ

ずにやってほしいと思います。

荒井 一年生諸君や先生方の話を聞いて思ったのは

総科の学生 とい うのは、えてして結果 を急ぎすぎる

んじゃないかとい うことです。たとえばある学問領

域のエキスパー トになるためには、それなりに一つ

の研究にうちこまなくてはいけないが、その過程を

軽視 して結果だけをみようとしているような気がす

るんです。

そ ういった過程を踏まえたエキスパー トと言われ

る人ならば、異 なる学問領成について もそれなりの

対応・認識が可能となると思 うのです。そ うした準

備をモラトリアムといわれる期間にやらなくてはな

らないんじゃないてしょうか。それからモラトリア

ムの過し方もフィール ド的というか活動的な方法で
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行なうことが,総科の学生には必要 じゃないかと思

います。

コース間に横のつながりがあるのか ?

司会 座談会という形式ながら、司会者の不手際 も

あって意見の交換・討論 とい うところまでもってい

けなかったような気が します力ヽ 今までの話を踏t

えて学生、先生方から意見がありましたらわ願いし

ます。

日村 へ 先生方からか話 しがあったことについて、

学生諸君の方から、今後、総合科学部で自分な夕の

模索をしてい 〈上で、もっと具体的な質問なり、意

見を聞きたいと思うんです力ヽ

学生E それぞれの授業の横のつなが夕が希薄な感

じで、 どう結びつけて受けてよいのか少々とまどっ

ています。

学生 F 大学では先生と学生のつながりがあまり

`いような気がします。授業でも先生は教えることだ

け言 つて帰るだけで学生が常に受身になつてしまう

ような授業のすすめ方になっているように思います。

学生 B 総合科学部があまりに広い学問領域を含ん

でいく 各コースが他学部の学科みたいに分れてい

るように思います。

学生G 各コースの関わリカヽ 当然あるべきだと考

えます力ヽ あるのかないのかよくわからないんです

力ヽ

武森 具体的にコースの関わりというのは、 どうい

うことをさしているんでしょう力、

学生G 四つのコースがあるけれども、あまり関係

が薄いんじゃないかと思うんです。

戸田 教えている側 としては、決 してそ う思わない

んです。例えば、歴史を勉強 している人へ 社会文

化の講義を聞いて自分のやる時代の社会構造につい

て理解を深めたり、また外国語についての専門的な

知識が必要になったりとい うことがありますから、

むしろ考えるべきは、たとえば私の所属するヨーロ

ッパ研究で、ある時代について私が文学を講 し、歴

史の人や思想の人にそれぞれの立場から話 してもら

うといっム カリキュラムの上での整合性というよ

うなことだと思う。

武森 総合科学部では、四年間のうちで必ず他コー

スとの関わりがでてくるようにカリキュラムの作り

方がなされています。私は環境コースで授業をやっ

ています力ヽ 他コースからの聴講者も多いし、また
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情報コースの学生が私のところで卒業研究を行なっ

たこともあります。

―
調 した総合科学部の特徴は、ここなんだと

思います。だからある意味では、各コースの区別と

い うのは学部の構成上のことであまり気にとめなく

てもいいん じゃないかと思います。問題があるとす

れは 今日はでませんでしたが、カリキュラム自体

のことしゃないかと考えています。

学生 J 個人的なことになりますが、生命科学をや

る場合に物理や数学が必要だということは、今初め

てきいて驚きました。そ ういったことは学生便覧に

も書いてないので、詳 しい説朋が欲 しいと思います。

学生K 私 もさっきでたコース間の関係について、

よくわかりませんでしれ それから、地域文化コー

スのアジア研究の場合、中国や東南アジアについて

は専門の先生がい らっしゃるようですが、中東・西

アジアに関 してはかられないようで、授業でもアジ

アと言 っても片寄 夕がでてくると思 うんです力i。

戸田 それは、学部の教官の枠 との問題でやむをえ

ぬ事情があるわけです。それに教官 もできるだけ本

とか資料を紹介 したりすることで補お うとするわけ

で、全くそれらの地域 をカバーできないとい うので

はないと思います。

地域といっても世界の全地域をということでは決

してないので、もしたとえばどうしても北欧につい

て勉強 したいとい う人がいれは その人は北欧の専

門家のいる大学に入るべきだったと思います。

コースの受け入れ定員の枠は全廃できないか ?

学生L これは、無理を注文かとは思いますが、現

在ある各コースの定員 (受け入れ可能数)を全廃 し

てはどうかとい うことについて先生方はどのような

わ考えてしょうか。 というのは、一年の時どうして

もとれなかった単位のために自分の望むコースに入

れないとい う可能性 もあると思 うんですが。

武森 コースに定員の枠が設けてあることはしかた
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